
本校は昭和３０年、代陽小学校から分かれて現在の地に開校しました。その時の児童数は、
１２４１名だったといいます。
開校当時は校舎も半分しか完成しておらず、一部の児童が移転できる状況。移転した教師、

児童は毎日が勉強の他に、校内の道づくり、運動場づくりという作業との両立の学校生活であ
ったと伝えられています。しかし、一人一人が「自分たちの手で伝統の１ページを作るのだ。」
という気迫に満ちあふれていたといいます。そして、それが教師・児童・校区民の誇りであっ
たとも。当時は、他に依頼するとか依存するとかをよしとしなかった心持ちであったといいま
す。
この強い意志と行動力と態度は、八代小学校に受け継がれていかなければならないものであ

り、本校５代校長は、次のように言葉を残されています。
「八代小を語る者は、その草創時代における先人の卓見と努力に思いをはせ、ここに学ぶ者は
その恩恵に感謝しなければならない。」
これらの先人の苦労と努力に思いをはせ、精神を受け継いでいくために、平成２５年に「２

月１６日」が「開校を想う日」に制定されました。

お知らせ

平成３１年４月から小学校部活動は終了し、
社会体育へと移行します。子どもたちのスポー １月２９日（月）から２月２８日（水）
ツ環境を整えるために、校区委員会で協議して まで九州電力株式会社八代営業所１階オー
まいりましたが、指導者の確保が困難な状況で プンスペースにて、本校の写真クラブによ
あり、中には余儀なく休部しなければならない る写真展が開催されています。
クラブも予想されるところです。 本田写真館の本田様により、写真クラブ
平成３１年４月からは現在の４年・３年・２ の子どもたちがご指導をいただいているも

年生の保護者の皆様が中心となって運営するこ のです。
とになります。 ご都合がつかれましたら、是非、足をお
先日、社会体育移行に向けてのアンケートを 運びください。

１年～４年の保護者の皆様に配付したところで
すが、指導していただける方等の情報がありま
したら、お知らせくださいますよう、よろしく
お願いします。 本校区塩屋町が管理する笠鉾「迦陵頻伽」

を解体した各部品の寒干しが２月１９日
（月）に本校体育館で行われます。
「迦陵頻伽」は文化財としてもたいへん

貴重なものであり、保存会の皆様のご協力
２月９日、次年度入学予定の５３名の子ども により、子どもたちにも見学させていただ

たち・保護者の皆様の参加による新入生説明会 けるものです。
を実施しました。あとちょうど６０日後に、入 地域の皆様も見学は自由ですので、どう
学式を迎えます。 ぞ来校していただき、見学をしてみてはい
地域の皆様には、この４月から、新入生への かがでしょう。

見守り、よろしくお願いいたします。 午前９時搬入、午後３時搬出の予定です
が雨天等の場合は延期されます。

行事予定は、本校ＨＰ（http://es.higo.ed.jp/yatsue/）でもご確認いただけます。

やつしろスピリッツ

○自分からすすんであいさつをする

○話す人の顔を見てしっかり話を聴く

○靴のかかとを靴箱の手前のへりにそろえる八代小学校学校だより
平成３０年


